


   

令和３年11月11日（木） 

 

独立行政法人労働者健康安全機構 

令和３年度（第26回） 

産業保健調査研究発表会プログラム 

 

◆開 会  13：30～13：40 

◆挨 拶  有賀 徹〔独立行政法人労働者健康安全機構理事長〕 

      髙倉 俊二〔厚生労働省労働基準局安全衛生部労働衛生課長〕 

 

◆発 表  13：40～15：50 

座長：  独立行政法人労働者健康安全機構本部産業保健ディレクター 金子 善博 

13：40～

14：00 
和歌山 

和歌山県における疾病を抱える労働者の治療と仕事の両立支援のた

めの実態調査 

14：00～ 

14：20 
福岡 

医療保健業における腰痛リスクアセスメントツール MAPO index 

日本語版の開発 

14：20～ 

14：40 
鹿児島 中小企業における治療と仕事の両立支援連携に関する調査研究 

14：40～ 

14：50 
休憩（10分） 

 

 



   

14：50～ 

15：10 
神奈川 

ストレスチェック集団分析結果に基づく職場環境改善の取組における

“事業場外資源”の役割と機能―その現状と課題ー“事業場外資源ガ

イドブック”の作成 

15：10～ 

15：30 
佐賀 

働く女性のライフステージに応じた飲酒に関する保健指導マニュアル

の作成 

15：30～

15：50 
山口 健康診断実施機関ネットワーク利用による事業場健康管理の質向上 

 

◆講 評  15：50～16：20 

      産業保健調査研究検討委員会委員 

◆挨 拶  16：20～16：30 

      大西 洋英〔独立行政法人労働者健康安全機構勤労者医療・産業保健担当理事〕 

 

◆閉 会  16：30 

 

 

 

 

 

 

 

 



産業保健関係者の皆様へ

【発 表 テーマ】
開 会   13:30

 1 発 表  テーマ：６題

 2 講 評

閉 会

＜申込先＞

 ◇お申込みは事前にファックスまたはＥメールでお願いします。受付票等は発行していません。

 ◇申込期限：令和３年10月26日（火）

11月11日（木）

（独）労働者健康安全機構では､地域の産業保健活動の活性化を図るため､各都道府県に設置してい
る産業保健総合支援センターにおいて、産業保健に関する調査研究を実施しています。

令和３年度産業保健調査研究発表会は、令和２年度に実施した調査研究について､発表会の開催等
を通じてさらに検討を深めるとともに､研究内容を広く一般に公表することにより成果の普及を図る
ことを目的に開催するものです｡

産業医、産業看護職、衛生管理者、労働衛生コンサルタント等、産業保健関係者のご参加をお待ち
しております。

電話番号 FAX番号

・産業保健スタッフ（産業医、産業看護職、
  衛生管理者、労働衛生コンサルタント）
・一般の方（人事労務担当者、労働者、
　その他（　　　　　　　　　　　））

氏　名

独立行政法人労働者健康安全機構
勤労者医療・産業保健部 産業保健課

聴講申込書【令和３年度産業保健調査研究発表会】 FAX 044-411-5531

〒211-0021　神奈川県川崎市中原区木月住吉町1番1号
TEL:044-431-8660  FAX:044-411-5531
E-mail:sanpo@honbu.johas.go.jp　URL:https://www.johas.go.jp/

所属・役職

ふりがな

・「和歌山県における疾病を抱える労働者の治療と仕事の両
立支援のための実態調査」

主催：　　　独立行政法人労働者健康安全機構

 ◇お申込みにより取得した個人情報については、当機構の個人情報保護規定等に基づき、適正に管理
　 し、本発表会以外の目的に使用することはありません。

  13:40～15:50

  15:50～16:20

職種区分
*該当する方のみ○印

・「医療保健業における腰痛リスクアセスメントツール
MAPO index 日本語版の開発」

・「ストレスチェック集団分析結果に基づく職場環境改善の
取組における“事業場外資源”の役割と機能―その現状と課
題ー“事業場外資源ガイドブック”の作成」

・「働く女性のライフステージに応じた飲酒に関する保健指
導マニュアルの作成」

・「健康診断実施機関ネットワーク利用による事業場健康管
理の質向上」

・「中小企業における治療と仕事の両立支援連携に関する調
査研究」

  16:30

令和３年度（第26回）産業保健調査研究発表会のお知らせ


